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留学経験が大学教員の活動や大学の国際化にもたらすインパクト 

 
―東南アジアの主要な大学における実証研究から― 

 萱島 信子 * 

要約  

 JICA 緒方貞子平和開発研究所は、大学教員の留学経験がその後の教員の教育研究活動や大学全体の学術活動に

どのような影響を及ぼしているのかを明らかにするため、マレーシア、インドネシア、ベトナム、カンボジアの

主要大学 10校を対象に実証研究をおこなった。本ポリシー・ノートは、この研究結果から得られた政策的示唆

を取りまとめたものである。 

 提言 1：途上国の大学教員の留学経験は、大学の教育研究活動全般にプラスのインパクトをもたらしている。な

かでも、教員が留学をつうじて得た国際的なネットワークや語学力、国際的な経験は、大学の国際化を促進し

て、途上国のリーディング大学の質の向上に大きく貢献している。高等教育の国際化に大学教員の留学が果たす

役割を十分に理解することが重要である。 

 提言２：途上国において、大学教員の留学は大学の国際化に重要な役割を果たす一方で、国内の大学院教育の発

展のためには国内就学の促進も重要である。教員の上級学位取得に関する政策において、留学と国内就学のバラ

ンスを十分に考慮するべきである。また、国内の大学院プログラムにも国際的な学術経験を得させる機会を組み

込む必要がある。 

 提言３：途上国の大学教員の留学先国は特定の国に集中する傾向にあるが、留学先国の多様化は、豊かな国際ネ

ットワークを築いて大学の国際化に貢献するのみならず、大学に多様な留学経験をもたらし、留学先国によって

異なる強みと弱みを最大限いかすことにもつながる。大学教員の上級学位取得のための留学は、公的な奨学資金

でまかなわれることが多いので、奨学金を提供する途上国政府・先進国政府・国際機関などは、留学先の多様化

に十分に配慮すべきである。 

 途上国においても、学術の発展には国際的な協力と競争が必要な時代になった。途上国の高等教育の発展のため

には、国内の大学院プログラム育成とバランスを取りながら、大学教員に多様で豊かな留学の機会を提供し、留

学経験がいかされる環境を整備することが重要である。 

 
ポリシー・ノートは、主に JICA 緒方研究所の研究の結果や過程で得られた知見や提言を要約し、エビデンスに基づいた情報を政策決定

者・実務者に提供するとともに、開発政策に関する国際社会の議論に貢献することを目的としています。なお、そこで述べられている見

解は執筆者個人の見解であり、JICA や JICA 緒方研究所としての見解を示すものではありません。 
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１．東南アジアの大学における教員の留学インパクトに関する実証研究 

今世紀に入り、世界の留学生数は急速に拡大した。2000年から 20年間の間に、留学生数は約 2百万人から

6 百万人に増え（OECD 2021）、先進国の高等教育人口における留学生の割合は 4.0％から 8.3％へと増加した

（UNESCO Institute for Statistics 2023）。こうした留学生数拡大の背景には、前世紀末から急速に進展す

るグローバル化によって人の往来が拡大したこと、途上国の発展により世界の高等教育人口が増えたこと、高

等教育の国際化によって留学を促進する仕組みが整備されたことなどがある。開発の文脈においても、かつて

は頭脳流出の観点から否定的に捉えられることが多かった途上国から先進国への留学は(Altback 1981, 2003)、

現在は、むしろ頭脳循環の表現によって、高度人材の流動性やネットワーキングによる情報や技術の移転の側

面が肯定的に評価されることが多い（Lee, J. J and Kim 2010, Saxenian 2005）。持続的開発目標（SDGs）の

一つに、途上国向けの留学奨学金の拡充が掲げられたのは（SDG4.b）、留学が開発にもたらす効果についての

認識が高まったことの証左でもある。 

このように、留学が途上国の社会経済発展にもたらす効果について共通の認識が醸成されつつある一方で、

これまでの高等教育研究や留学研究においては、留学経験者の個人レベルでの知識や意識の変容、就業や収入

への効果などが検討されることが多く（Asada 2017, Paige at al.2009, Teichler 2017, Teichler and Staube 

1991）、留学経験者が所属する組織や社会への留学のインパクトを明らかにする研究は極めて少なかった。人

材育成の効果が発現するまでに要する長い時間や、留学帰国者が働く就業環境の多様さから、留学プログラム

の組織的・社会的効果を測定することは容易ではなかったためである。しかし、世界の留学生数がますます増

加し、留学プログラムがさらに拡大するなかで、その社会的意義を明らかにする必要性は大きい。 

そこで、JICA緒方貞子平和開発研究所は、留学の組織的なインパクトを明らかにする研究プロジェクトに着手

した。このプロジェクトは、経済や学術の発展が著しい東南アジアの 4ヵ国（マレーシア･インドネシア･ベト

ナム･カンボジア）のリーディング大学 110 校 2を取り上げて、それらの大学教員の留学経験 3を明らかにし、

さらに留学経験がその後の大学教員の活動や大学全体の発展にどのようなインパクトを及ぼしたのかを明ら

かするものである。この研究では、対象大学 10 校の全教員を対象とした質問紙調査を実施し、一部の大学教

員や高等教育専門家に半構造化インタビューをおこなった 4。このポリシー・ノートはこれらのデータの分析

から得られた政策的示唆を取りまとめたものである 。 

 

２．海外留学のインパクト 

本研究の質問紙調査では、留学を経験した教員（以下、SA（Study abroad）教員と記す）の海外留学のイン

パクトと国内就学のみの教員（以下、SH（Study at home）教員と記す）の国内就学のインパクトに関するデ

ータを収集した。図 1は両者のインパクトの差を示したものであるが、ここから、まず、留学経験は教員のそ

 
1 リーディング大学とは、学術的な優秀さや研究による貢献、社会への影響力が認められている大学を指し、高い学術基準
や厳格なプログラム、著名な教員集団、国際的な評価、豊富な資金やインフラ、そして卒業生の成功などを特徴としてい
る。本研究プロジェクトでは、対象国 4 ヵ国のそれぞれについてもっとも代表的な総合大学と科学技術分野の大学を調査
対象に選んだ。 
2 マレーシア：Universiti Sains Malaysia, Universiti Teknologi Malaysia、インドネシア：Universitas Gadjah Mada, 
Institut Teknologi Bandung、ベトナム: Vietnam National University, Hanoi, University of Science and Technology、
カンボジア: Royal University of Phnom Penh, Institute of Technology of Cambodia, Royal University of 
Agriculture, Royal University of Law and Economics 
3 本研究の目的は大学教員の業務に対する留学経験のインパクトを分析することであるので、大学教員の養成課程として
重要である大学院レベルの留学経験を取り上げている。学部段階での留学や１年未満の短期留学は分析の対象外としてい
る。 
4 質問紙調査では、3,288人の大学教員から回答を得（回答率 25％）、インタビュー調査は 137人の教員や高等教育行政官
を対象におこなわれた。 
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の後のさまざまな教育研究活動にプラスのインパクトをうんでいること、さらに、教員の国内的な活動よりも

国際的な活動においてより大きなインパクトをうんでいることがわかる。国際学会での発表、国際共同研究、

海外研究者の招聘、外国語での授業、海外の大学との学生交流といった教員の国際的な活動に関して、留学の

インパクトが著しい。 

インタビュー調査では、留学をつうじて築いた海外とのネットワークが、その後の教員の国際的な活動に重

要な役割を果たしていることがたびたび語られた。大学院での指導教員やその他の教員、学友との強いつなが

りは、帰国後の共同研究の実施や国際共同教育プログラムの形成に貢献している。また、留学によって培われ

た語学力、国際的な経験や自信も重要な役割を果たしている。 

近年、東南アジアの高等教育は急速な拡大を経験しているが、各国政府は量的拡大とともに、質の向上にも

努めている（Altbach 2004, Lee, M. N. N 2006, Welch 2011）。そして、高等教育の国際化が進展するなか

で、リーディング大学の質の向上と国際化は密接につながっている。特に、国内でハイレベルの高等教育・研

究コミュニティが必ずしも大きくない途上国においては、リーディング大学はグローバルな学術コミュニティ

に参加して切磋琢磨することが、その成長のためには必須である。世界に伍するレベルの研究大学を目指すこ

れらの大学において、教員の留学経験が大学の国際的な教育研究活動にプラスのインパクトを生んでいること

は重要な意味がある。 

国内的な教育研究活動への留学のインパクトは、質問紙調査の量的な分析では、国際的な活動へのインパク

トよりも小さかったが、インタビュー調査からは教員の留学経験が興味深い質的変化をもたらしていることが

示された。例えば、学生が受動的に参加する授業から主体的な参加を求める授業への変化、暗記型・情報伝達

型の授業から討論中心の授業への変化、学生が自由に発言できるようなより水平的な教員・学生の関係づくり、

学生の実習や実験の充実、学生の実験実習への教員の参加などである。途上国の多くの大学教員は、教育者と

しての特別な訓練を受ける機会が少ないため、自分が学部や大学院で受けた授業や研究指導が自分自身が教員

になった際のモデルとなることが多い。その意味でも、留学先国で自分の母国でのものとは異なる授業や研究

指導のスタイルに触れ、時には教授助手や実験助手として留学先大学の教育活動に参加する経験は、帰国後の

教員の活動に貴重な影響を及ぼしている。 

 こうした教員の留学経験がもたらすインパクトは、プログラム開発、海外大学との共同教育プログラム、大

規模な国際共同研究など、教員個人を超えて学部レベルや大学レベルで組織的に取り組む教育研究活動にもイ

ンパクトを及ぼしている。一人ひとりの教員がそれぞれ教室や研究室で取り組む教育研究活動を超えた学部や

大学単位の活動も、その構成員である教員の経験や能力によるところが大きく、教員の留学経験は、個々の教

員へのインパクトを超え、学部レベル・大学レベルでの教育研究の発展に貢献している。 

 留学のインパクトに関しては、質問紙調査でもインタビュー調査でもポジティブなインパクトが多く示され

たが、帰国後の適応に関するネガティブなインパクトもあわせて確認された。研究環境、給与水準、官僚主義、

不正・腐敗などは、多くの途上国の高等教育に共通する課題であるが（Altbach 2003, Moon 2023）、長期の留

学から帰国した教員はこれらの課題に強いストレスを感じ、さらに自分の国や大学の学術コミュニティに溶け

込むことが難しい、留学による長期の不在により国内就学のみの教員に後れを取っているといった、疎外感や

焦りを感じているケースがあるのである。しかし、見方をかえれば、これは帰国教員が長期にわたる留学を経

て、母国の大学の文化や価値観とは異質なものを持ち帰っていることの証左でもある。貴重な留学経験が母国

の大学や学術コミュニティにポジティブな変化をもたらすような方策を講じることが望ましい。 
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図 1 : 海外留学と国内就学のインパクトの比較（教育活動・研究活動） 

(1)SA教員と SH教員の認識の差 
「あなたの留学経験（もしくは国内就学経験）は次の活動をおこなうための知識や技術を高めたか」の問いに対し、「1=非
常に高めた, 2=ある程度高めた, 3=少ししか高めなかった, 4=まったく高めなかった」から回答。 

(2) SA教員と SH教員の活動の差 
「過去 5年間に次の活動をおこなったか」の問いに対し、「1=ある，2=ない」から回答。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１: グラフは、SA 教員の回答値平均と SH 教員の回答値平均の差を示す (SH 群－SA 群) 

注 2：* p<0.05, ** p<0.01  

注 3： SA 教員数 2,000 人、SH 教員数 937 人 

 

図２ : 海外留学インパクトの出身国別比較 

(1)SA教員と SH教員の認識の差―出身国別比較 
「あなたの留学経験（もしくは国内就学経験）は次の活動をおこなうための知識や技術を高めたか」の問いに対し、「1=非
常に高めた, 2=ある程度高めた, 3=少ししか高めなかった, 4=まったく高めなかった」から回答。 

(2)SA教員と SH教員の活動の差―出身国別比較 
「過去 5年間に次の活動をおこなったか」の問いに対し、「1=ある，2=ない」から回答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1: グラフは、教員を出身国別にグルーピングしたうえで、SA 教員の回答値平均と SH 教員の回答値平均の差を示している(SH 群－SA

群) 
注 2: * p<0.05, ** p<0.01  

注 3: マレーシア SA=482 SH=382; インドネシア SA=1,096 SH=397; ベトナム SA=225 SH=126; カンボジア SA=187 SH=26 
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国際的な研究活動(R7-R11 の回答平均) 
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国内の教育活動 
E1.教育プログラムの開発･改善 
E2.授業科目の開発･改善 
E3.教材の開発 
E4.新しい教授方法の導入(学部課程) 

国際的な教育活動 
E5.外国語での授業の実施 
E6.海外の大学での授業の実施 
E7.海外の大学との学生交流 
E8.海外の研究者を招聘して授業実施 
E9.国際共同教育プログラムの開発 

国内の研究活動 
R1.国内学会での発表 
R2.現地の言語での論文出版 
R3.新しい研究プロジェクトの開始 
R4.競争的な研究資金の獲得 
R5.特許の出願 
R6.新しい研究指導や研究室運営方法導入 

国際的な研究活動 
R7.国際学会での発表 
R8.海外での論文出版 
R9.国際共同研究の実施 
R10.海外研究者の招聘 
R11.国際会議の開催 

(1)                             (2) 
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提言１ 

大学教員の留学経験は、大学の教育研究活動全般にプラスのインパクトをもたらしている。なかでも、教員が

留学をつうじて得た国際的なネットワークや語学力、国際的な経験は、大学の国際化を促進して、途上国のリ

ーディング大学の質の向上に大きく貢献している。高等教育の国際化に大学教員の留学が果たす役割を十分

に踏まえた高等教育政策の立案が必要である。 

 

３．国内の高等教育の発展と海外留学 

本研究における 2点目の重要な発見は、国内就学に比した留学のインパクトは、出身国の高等教育が発展す

るにつれて小さくなることである。SA教員と SH教員のインパクトの差は、概ねカンボジア、ベトナム、イン

ドネシア、マレーシアの順に小さくなる（図 2）。さらに言えば、SA教員のインパクトは国間で若干の差があ 

るがその差は小さく、一方、SH 教員のインパクトは

国間の差が大きい。国内の大学院教育が発展しその

質が向上するにつれて、国内就学インパクトと留学

インパクトの差が縮まっていることを示している。 

 国間のインパクトの差は、特に国際的な研究活動

において大きいが（図 2）、このことは、学術出版数

の比較においても確認された（図 3）。外国語での論

文・書籍チャプターの発刊数を SA 教員と SH 教員の

間で比べると、マレーシアでは前者が後者の 1.3倍、

インドネシアでは 1.6 倍、ベトナムでは 2.1 倍であ

り、カンボジアでは 7.0倍にのぼる。 

マレーシア、インドネシア、ベトナムでは国内学位

取得者が急速に増えている（図４）。インドネシアと

マレーシアでは 2000年頃から、ベトナムでは 2010年

頃から国内の修士号取得者が増加し、今や外国の修 

 

図 3 : 留学経験教員と国内就学経験教員の学術出版 
  （外国語の論文・書籍チャプターの数の平均値） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

SA:海外留学経験教員 

SH:国内就学経験教員 
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n=482, 382,  1068, 389,  226, 126,  187, 26 
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士号取得者よりも多数である。一方、博士号は修士号ほどではないが、特にマレーシアとインドネシアで国内

博士号の取得者が増えている。大学院教育の量的な発展とともに、大学院教育の質も、これまでの海外学位取

得を代替する方向で向上しており、その結果、国内就学と海外留学のインパクトの差は縮小しているのである。

カンボジアでは、いまだ外国の上級学位取得者がほとんどであるが、いずれは他国の例のように、自国の大学

院プログラムが発展し、国内学位取得者が増えていくであろう。 

 大学院教育の発展は、高等教育システム全体の成長にとって重要なステップである。リーディング大学の大

学院プログラムは研究活動の基盤であるのみならず、その国全体の大学教員の養成課程の役割を果たすからで

ある。そして、国内の大学院教育の発展のためには質の高い教員や整った教育研究環境に加えて、質の高い学

生が必要である。したがって、マレーシアやインドネシアのように大学院プログラムが発展しつつある国にお

いては、優秀な学生をすべて海外留学に送り出すのではなく、専門分野を考慮したり、国内の大学院と海外の

大学院を比較したりして、国内での学位取得を促進する必要があるだろう。 

その一方で、国内就学者にとっても国際経験を持つことは今後ますます重要になるので、例えば、ダブルデ

ィグリープログラムを整備したり、国内就学者に短期留学や国際学会参加などの機会を提供するなどして、国

内就学でも国際的な学術経験を得られるような教育環境を作ることが重要である。 

提言２ 

大学教員の留学は大学の国際化に重要な役割を果たす一方で、国内の大学院教育の発展のためには国内就学

の促進も重要である。教員の上級学位取得に関する政策において、留学と国内就学のバランスを十分に考慮す

るべきである。また、国内の大学院プログラムにも国際的な学術経験を得させる機会を組み込む必要がある。 

 

４．留学先国の多様性 

この研究プロジェクトでデータを収集した約 2,000 人の SA 教員の留学先は、比較的少数の留学先国に集中

している（図 5）。マレーシアの最大の留学先国は英国であり、その割合は SA教員の 50％に達する。インドネ

シアとベトナムでは日本（それぞれ SA教員の 29％、24％）が、カンボジアではフランス（SA教員の 22％）が

最大の留学先国であり、これらインドネシア、ベトナム、カンボジアの 3か国ではトップの３～４の留学先国

でそれぞれ SA教員の 50％を超える。上級学位取得のための留学は長期にわたるため、4か国の SA教員のほと

んどが何らかの留学奨学金を得て留学している 5。そのため、こうしたスカラーシップの有無とスカラーシッ

プ提供者の意向が、留学先国の決定に大きな影響を及ぼしている。 

 

図 5 : 主要留学先国（出身国別） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
5 留学奨学金受給率はいずれの国でも 90％を超えるが、その提供者は国によって大きく異なる。すでに中進国となったマ

レーシアでは SA教員の 88％が自国政府や自国の大学の奨学金を受給しているのに対し、カンボジアでは SA教員の 70％が

国際機関や先進国の奨学金により留学している。 

n= 
601 

1,800 

307 

251 

マレーシア 

インドネシア 

ベトナム 

カンボジア 

50% 18% 10% 9%
英国 豪州 日本 米国

29% 11% 10% 8% 8% 7% 6%
日本 豪州 米国 英国 ｵﾗﾝﾀﾞ ﾄﾞｲﾂ ﾌﾗﾝｽ

24% 11% 9% 8% 8% 7% 4% 4% 4%
日本 フランス ドイツ 韓国 豪州 英国 米国 ﾛｼｱ中国

22% 18% 16% 8% 7% 7% 4%
フランス タイ 日本 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 韓国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾍﾞﾙｷﾞｰ

50%                                              80%
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図 6 : 留学経験によって最も促進された教員の活動 

「あなたが留学をつうじて得た知識・技術・ネットワークによって最も促進された活動は、(1)国内の研究活動、(2)国際
的な研究活動、(3)国内の教育活動、(4)国際的な教育活動、(5)社会貢献活動や大学運営活動のうちどれか」の問いに対す
る回答。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注: 留学者が 80 人以上いる留学先国のみ掲載。 

 

留学経験はその後のどのような職務を最も促進したかを SA 教員に尋ね、その結果を留学先国別 6 に示した

のが図６である。留学先国別に、最も多くの教員が挙げた活動を見てみると、オランダや日本への留学者は国

際的な研究活動（それぞれ 33%、32%）をあげ、その他の 5カ国では国内的な教育活動があげられた。この結果

を、研究活動（国際+国内）と教育活動（国際+国内）、さらに国際活動（研究＋教育）と国内活動（研究+教育）

にそれぞれ集計して比較すると、日本やオランダへの留学は研究活動や国際的な活動を促進し、フランスや米

国への留学は教育活動や国内活動を促進するとした教員の認識が明らかになる。対象教員へのインタビューに

おいても、研究活動に強い日本留学、教育活動に強い米国留学という留学先国別の特徴について賛同が示され

るとともに、その要因として、それらの国における教育プログラムの差異に加えて、留学先国との学術関係の

継続性 7などが指摘された。 

 リーディング大学の教育研究の発展に必須の国際化を促進するためには、多様な留学先国をつうじて豊かな

国際ネットワークを築くことが重要である。加えて、留学先国によって異なる強みと弱みを最大限にいかす点

でも、留学先国の多様化が重要である。途上国の高度人材の留学先は、それぞれの国の歴史的背景や地政学的

条件から、旧宗主国などの欧米の国に集中していることが多い（Altbach 2003）。また近年は、世界大学ラン

キングの隆盛により、ランキングが留学先大学選定の重要な指標として活用されることもある。しかしながら、

留学先国や留学先大学を数値化された指標で比較することは難しいうえに、こうした傾向は多様さがもたらす

豊かさを失う可能性も含んでいる。さまざまな国に留学した教員が集まることで、大学の教育研究の改善にお

いても多様な選択肢が生まれ、国際化の推進においても多くのパートナーとの協力の機会がもたらされる。本

研究の対象国においても、リーディング大学の教員の留学先は数カ国に集中する傾向にあったが、留学先国や

専門分野の特徴を踏まえつつ、留学先国の多様化を図ることが重要である。留学先国の選定には留学奨学金の

存在が大きく影響しているので、奨学金を提供する途上国政府、先進国政府 8、国際機関などは、この点に十

分留意する必要がある。 

 

 
6 4か国合計の留学先上位 7カ国は、日本、英国、オーストラリア、米国、フランス、ドイツ、オランダであるので（SA教

員の 80％をカバー）、ここではこの 7カ国を取り上げている。 
7 本研究の質問紙調査結果からは、留学帰国後に指導教員と連絡を取り続ける割合は、日本やオランダからの留学帰国者

は 70％以上であるのに対し、英国、米国からの留学帰国者はそれぞれ 38％、48％であった。日本の大学国際化に関する研

究では、日本側においても、帰国留学生との学術関係維持の意欲が高いことが明らかになっている（Kayashima 2019）。 
8 先進国政府は、ODAによる留学スカラーシップ事業において、自国の高等教育国際化や高度人材獲得の必要性と、相手国

の高等教育開発の効果をバランスさせることが重要である。 
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提言 3 

途上国の大学教員の留学先国は特定の国に集中する傾向にあるが、留学先国の多様化は、豊かな国際ネットワ

ークを築いて大学の国際化に貢献するのみならず、大学に多様な留学経験をもたらし、留学先国によって異な

る強みと弱みを最大限いかすことにもつながる。大学教員の上級学位取得のための留学は、公的な奨学資金で

まかなわれることが多いので、奨学金を提供する途上国政府・先進国政府・国際機関などは、留学先の多様化

に十分に配慮すべきである。 

 

５．変化する留学の役割 

 上記の 3点の分析結果から見えてくるのは、途上国において留学の意義が変化しつつあることである。途上

国の多くの大学は西欧の大学をモデルとして誕生し、教員の留学をつうじて西欧の進んだ知識や技術がもたら

させることによって発展した。そこでは留学の目的は外国の学問を自国に持ち帰ることであった。しかし、1990

年代から東南アジアの高等教育の急速な成長と世界の高等教育のグローバル化が同時に進行し始めた。こうし

た大きな高等教育の地殻変動のもとで、東南アジアの大学教員の留学の役割は“進んだ外国の知識や技術の移

転・導入”から“国際的な学術ネットワークへの入り口”へと変わりつつあるように思われる。 

 途上国においても、学術の発展には国際的な協力と競争が必要な時代になった。途上国の高等教育の発展の

ためには、国内の大学院プログラム育成とバランスを取りながら、大学教員に多様で豊かな留学の機会を提供

し、留学経験がいかされる環境を整備することが重要である。 
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